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沐ヾドだよ褥澪贔巫厖猷

上増驚甕してしヽます。今後は、地域の難療機関や推

所、介護施設などとのアライアンス (連携)が、

:こ求められて くるのでもまないかと考えてしヽます。

をよ、当:鏡が持つ藪療資源を講用 して |…提供できる

供できな聰′ヽ通と選を地域の音さま |,こ広 く
―
知ってい

重要であると感じています。その鍮をこ大舞裁こと

こオしま

れわれの順客をま誰か曇としヽうな電点です。診察室

の前ここヽ るヽ患者さん(ぜ轟客です。でをよ、病院とヽヽう

を考えたときの「顧客選きよ議でしょちか。登録医

特鋼養護老入ホーム 癬介轟老入無鍵施設などの

藪療の場画でをま救急なの管さまが顧客 となるかも

このよ瀑なこ、TP額,こよって 舞藤:客壺きま変わります。罫薄il‐客:量 と

:ま、 :‐

‐
鷺 わる糠手 __:と 言しヽ換えることもできるでし

母鋳々で変わる :~畷客 《糠手)壼 を意識し、纏手がどのよ
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え、何を求めている場かを想像しながあ対応す為

から信頼され為病院づくツ買/こつながると考えてもヽ

堡登録甕総会 幸ド療趙演会 爾催翁お餐甕

毒鑓でをよ灘 参滉奪:霊露懐理 (土ンに1諄シティ

寺‡こおしヽて、豪2参26奪鏡東註古森本病院 登録医総会

および 豪
‐
第1轟甕 ;;り
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しヽたします争登録猛鑢会では、 1当院の

医療達搬 こ難す儀
多
購議共有を行移ます。議療購演会

濾、堆域の霊糠をもノ裏じけ、看護師、薬斉;1師、甕簑プー

シャルフーカーなど
°、、多慮種の医療従事者な対象をこ、

地域藪療ここ役立つテーマで轟鰹予定です。また、

会終了後ここをよ懇鑓翁亀予定しております。講姦魏議決ま

り次第ご案寵いたしますき諸きまのご参力資を」わより

持ちしてお ります.参
地域医療轟 係長 圭取

2参2曇年轟用の診療報鰈改定では、地域の救急匿療ここ

が見直されました。奎鏡の鸞 2轟年度の救急車受 :す

轟」3鍵イ牛余移となり、宣毅4年度のも,2鍵 作́‐余りと比
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消化器寵科

豊圏新一一部

202轟年4月 1鋼 より、轟城

ます。

1"3年 :こ大阪市立大学

科‡こ入局 (現在をよ大阪

で、主 :こ急性腹症 ≧

知識や技術の習得だ

2026年 4月 より

大学者事業し、 :司

をこ中高年翁変性疾患を

母一一つ竃Tあ る

修プログラムを受講 し

きる施設が限られてい

から当院をまBKFを藪白華

のEKPシステムで実麟

のみです.現在まで

瘍などの希少疾患ここつも

脊柱管狭窄症、推問板

鷺鷺‐年4月 より入難し＼た

私 :ま 2①12年ここ大阪大学を

鏡、クリニック等ここ勤務

従:事 してまし鱒 ました。

診療が主体で したが、

を形[霙嬢 していく予定で

華今、糖尿病治療薬の間

ております。患者さまを

れをゴと考えております。

勢導入や指導が必要な方

ひお気軽 :こご紹介くださ

して入職いたしました、村鑢書轟康

立大学)を卒業後、大阪市

消化器外番斗1学)し、溝化二驀:外季i}

る治療 |こ長らく携わ り、外科頸と

さんあるもヽをま地域の甕療機関とめ

りヽました。

を守ってしヽ くため :こ も、読白だ

か り連携を取 りながら、より良ヽヽ

ともご指導ご鞭撻罐Dほ ど
｀
、よる

しヽたしました。

外科

悪鐘院長 村橋 邦康

整形外科

副部長 安囲宏之

ニケーション鍛大境|さ

拠点病院として地域翁

く、地域の医療機関の

提供できるよう尽ブ:Jしヽ

願い lill彎 し上げます。

応させていただきます.
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ここ逓涯しヽたしました、河占婆、子Jと 申しますQ′

を率穣逹量数、Nザ電学饉藩翼轟内革諄へ入焉し、聞達癌鏡ここ

を精準てま準 ;排 ました。こわたび甕轟入事ここよ

いたしまし大三幸

攘域秩讐ジ渡γこ診難・畿鑽を積んでましヽ 攀ました

してよ :ラ 幅広しヽ雛議 と技擁を習持すべ く甕々努力 して

、商矢議長をこまじめ講先生方母ご推導の色

でま群 :酢 たしヽと考えてお 希ます。また、各講簑科

質鍛轟しヽ猛療を提供でき機よう努めてまいりま

と存じますが、ご推導ご鞭鍵のを重ど、何率よ為し

しました形成鶴科織躍本貴菫と申します。2り 1轟奪ここ

よ器大難藪科薬科大学∫形成舞科へ入議しまし

幸癌 :錠で暮まざまぬ甕:魏難言夕:籍 :をこあたって者な姦鷺 :菱

などの皮
~F難
げ場護および皮膚鰺重んなど悪す奎狂をで書蓼む麦

その権擦表膊鶴傷、験睦下垂や睦毛羹反症をど織嚢

アゝケ甕イドなど幅広移う痰患ここ対応導ておりま

娃簑 ≧ケアを提供し、地域藪療ここ貢献で考碁

す勢で、どうぞよ為しくお願し式 たヽします。

てしヽた患者さんここ鶴いてしヽただ秒たも母です。推露

くなので策難させてしヽただきました。)

員通して鐙轟しております、湊簑毅≧等しま

雄鸞 こ武癸量主大学予を率業後、複数鰊褻鍼魏

ボ薫注壼犀嚢‡轟鑓ここ趣髪手だ藝ました。膠瑾ず憂鐘一一

叢診簸およが手擁鷺簾ここ難事してお 攀ますを轟襲

ヱポープ諄書に置鰹漂症など遷離纂鎮患全鍍鈴誰

聰延侍ここ濾ゝ撃難診断 機治療ここ:糠え、運晰

です。始鋳たわとこし堆滅録発生方この達携を

よ攀良しヽ議鍍を提震できるよ寺努めてまひ 1酢 ます。

幸ヽし上をデます凛



圧感染リンクナース■番議諄倉
2026年度、当院 :こは11

た感染対策の専門斃勺

導を行い、早難の感染

そのため当院で‡ま、 リンクナ

教育やサポー ト体制をこ

スの活動をま、手指衛生

した Iまか、院内Φ感染防止ガイ ドラインの見直しも

―スを対象≧した定菫的な勉強会≧、現場の感染問

や発信力機 |´難上を図っています。現場の手指衛生斉ll

お ま参、 リンクナース命働きかけ :'こ よつて現場スタッ

の力 ]ま、院内感染隣止の大きな鍵 となります。

リンク

の取 り組み‡よ、クリニックや轟齢者施設等で

す。手‡請衛生翁確認、環境整備のチェック、

母初動対「怒の標準化など
｀
、でき4と こ4か ら始めて

ださい。そ母活動が、感染対策力の出上をこつなが ip

療戒年後見爺球度が大

202轟年4周、

を選び直せるよ

旅行をま公布から2年るか月以内 (2028年度中母

度へ翁移行や終了の申立てが薩∫能となります。

医療・介護従事者の皆さまにおかれまして意ま、告:|

えた権利擁護支援を引き続きご検討 ください。



焉地域

5月 ・6月 に地域医

域の医療 。介護従事者の

5月 |ま [~褥療予 1鋳ケア (

自il::こ よるスキンケア母

雄!しました。

恣選をま 諄翻戦で支える糖隷群税|を テーマをこ、疾患の

で、日費鍛実数をこ役立つ内容を学びました。

どもらの研修も講演後を議ま多くの質問が寄せら

れ、地域医療を支える多職種翁皆さまの学びへの

意欲母高さが惑じられました。当院でをま今後も地

域鍛藪療 機介護従事者の管さまと共 :こ学び、地域

舞療の質の向 _¨Lに取 り組んでまいいます。

地域医療課 課長 杉井健祐

褻身体鈎拘束最小化

身体的拘束最

勢意識改革と

を低下させる

を基本方参|―t

小化を推進

可能性がある

して共有し、

|ま、定鶏飾な研修を実施し

ア命方法 lこついて学

また、身体的拘束が必要と等彗

霧轟鐘 し、原因分析や代替策の

や事故報告を活用 し、転奪:1リ

要です。患者さまの状態や生

≧で、拘束をこ頼らないケア

し、チーム全体で患者さまを

最小化をま継続的な取 り組みで

の要標を持ち、改善活動を積
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を出覚し、選騨な

きる医羹華を甕指します。

:こ貢献する

するため‡こ努力れます。

みた路に努力します。

轟職場環境母改善・維持

ます。

秒ます.

さしヽ :

麒ざ鱚ミ焉岬ヽ内、、裂孟ざ渕ミヾ閂tw,「ざ邸ミ孟ミ欠燎

患青さんの権利

1.餌入め尊厳●保持

1.良質な頭療を平等:二受 :まぶ築:墾

轟,:‐分な説明を受をする権義

4“検奎 3絵療を薩も決定す
｀4維摯:

5,藪療:こついて矢:14難著::

6.プテイバシーの保護

7,セ カンドオピニオンを受キする権利


